CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 1  Going into Space（pp.4-15）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・子どものころ将来つきたかった職業について、積極的に話すことができる。
・宇宙について知っていることを、間違えることを恐れずに積極的に話すことができる。
・「趣味」「夢」について、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・いちばん興味深いと思った実験について、わかりやすく話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・基本的な文のパターン、不定詞、動名詞を用いた文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・興味をひかれた宇宙実験について、適切に書くことができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・興味をひかれた宇宙実験についての発表を、正しく聞き取ることができる。【Activities】

	読むこと
	・正確な発音で音読することができる。
・話者の伝えたい思いを汲み取りながら読むことができる。
・基本的な文のパターン、不定詞、動名詞を正しく理解することができる。
・宇宙ステーションでの生活や実験について正しく読み取ることができる。
・宇宙飛行士・若田さんが考える「危険を冒しても人類が宇宙へ行くことの意義」を正しく読み取ることができる。


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 2  A Forest in the Sea（pp.16-29）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・環境問題について、積極的に話し合ったり、意見の交換をすることができる。
・「いまの場所にどのくらい住んでいるか」「特技」について、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・自分が好む夏の暑さのしのぎ方について、簡潔に話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・現在完了形、〈S＋V＋O（O=疑問詞節/if節）〉、助動詞を用いた文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・江戸時代の夏の暑さをしのぐ知恵を、簡潔に紹介することができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・「夏の暑さのしのぎ方」についての発表を、正しく聞き取ることができる。【Activities】 

	読むこと
	・正確な発音で音読することができる。
・重要なポイントを明確に読むことができる。
・現在完了形、〈S＋V＋O（O=疑問詞節/if節）〉、助動詞の役割について理解することができる。
・自然と人とのつながり、環境を守ることの大切さを読み取ることができる。
・「海の森」が果たす役割について、正しく理解することができる。
・「海の森」がつくられることになった社会背景を、正しく読み取ることができる。


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 3  Writers without Borders（pp.32-43）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・外国語を学ぶことについて、積極的に話し合ったり、意見の交換をすることができる。
・好きな作家・ミュージシャンについて、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・グラフから読み取れることを、まとまりよく話すことができる。【Activities】
・グループワークにおいて、よりうまく伝わるように別の語句や表現で言いかえたり、説明して伝えるなどの工夫をすることができる。【Activities】

	書くこと
	・関係代名詞、分詞の形容詞的用法、〈S＋is＋C（C=that節）〉の文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・グラフから読み取れることを、簡潔にまとめることができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・グラフから読みとったことについての発表を、正しく聞き取ることができる。【Activities】
・朗読される詩を味わいながら聞き取ることができる。【Optional Reading】


・関係代名詞、分詞の形容詞的用法、〈S＋is＋C（C=that節）〉の文法を理解することができる。

	・三人の作家がどのように外国語を習得したか、正しく読み取ることができる。
・三人の作家に共通している資質を、正しく読み取ることができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 4  Playing by Ear（pp.44-57）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・読んだ内容について意見や感想を述べることができる。
・映画や本のおもしろさについて、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・ほかの生徒のクラス発表に対して、興味関心を示して質問することができる。【Activities】
・日本の伝統楽器について、書いたものをもとに発表することができる。【Activities】

	書くこと
	・関係代名詞what、過去完了形、〈S＋V＋O＋C（C=原形不定詞、V=知覚動詞・使役動詞）〉の文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・日本の伝統楽器について、それを知らない人でも理解できるように書くことができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・「日本の伝統楽器」についての発表を、正しく聞き取ることができる。【Activities】


・関係代名詞what、過去完了形、〈S＋V＋O＋C（C=原形不定詞、V=知覚動詞・使役動詞）〉を理解することができる。

	・辻井さんが生まれてからコンクールで優勝するまでの人生を、正しく読み取ることができる。
・辻井さん親子の発言から、その心情を適切に読み取ることができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 5  Food Bank（pp.60-73）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・ボランティアについての自分の考えを、間違えることを恐れずに話すことができる。
・「行きたい学校」「毎日続けていること」について、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・世界の飢餓状況について、整理してまとまりよく話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・関係副詞、〈S＋V＋O＋C（C=分詞）〉、〈S＋V＋C（C=分詞）〉の文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・世界の飢餓状況について、整理して書くことができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・「世界の飢餓状況」についてのグループ発表を、内容を整理しながら聞き取ることができる。【Activities】


・関係副詞、〈S＋V＋O＋C（C=分詞）〉、〈S＋V＋C（C=分詞）〉を理解することができる。

	・Food Bankの活動の仕組みについて、正しく読み取ることができる。
・2HJが設立されるに至った背景について、正しく読み取ることができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Reading 1  Wisdom of a Fool（pp.74-79）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・出来事を順を追って正しく話すことができる。
・相手の理解を確認しながら、わかりやすく話すことができる。

	書くこと
	・あらすじを正しい英語でまとめることができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・ナスルディンの最後の発言に対して、適切に反論することができる。【Comprehension】

	聞くこと
	・朗読される物語を正しく聞き取ることができる。
・朗読される物語を楽しみながら聞き取ることができる。

	読むこと
	・正確な発音で音読することができる。
・意味内容の区切りを意識して読むことができる。
・登場人物の心情を理解し、適切なスピードで朗読することができる。
・セリフの部分を感情をこめて読むことができる。
・物語の展開を正しく読み取ることができる。
・ユーモアやとんちを楽しみながら、意欲的に読むことができる。
・理解できないところがあっても、推測するなどして読み続けることができる。
・自分なりに納得できる部分、反論したくなる部分を整理しながら読むことができる。


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 6  Roots & Shoots（pp.80-93）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・最近驚いたことについて、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・動物の能力について、具体的にわかりやすく話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・分詞構文、形式主語、同格などを用いた文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・動物の能力について説明する文をわかりやすく書くことができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・さまざまな口調や速度で話されたり、読まれたりする英語の内容を聞き取ることができる。
・「動物の能力」についての発表を、正しく聞き取ることができる。【Activities】

	読むこと
	・正確な発音で音読することができる。
・意味内容の区切りを意識して読むことができる。
・ペアで、実際にインタビューをしているような雰囲気を出して読むことができる。
・分詞構文、形式主語、同格などの文法を理解することができる。
・チンパンジーと人間の、似ている点／異なる点を正しく読み取ることができる。
・グドール博士の考える環境保護活動について、ポイントを押さえながら読むことができる。


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 7  Diving into History（pp.96-111）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・インディ・ジョーンズやクレオパトラについて知っていることを、間違えることを恐れずに話すことができる。
・うまく言えないことがあっても、知っている語句や表現を用いて工夫することができる。
・「最近楽しいと気づいたこと」「不思議だと思ったこと」について、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・自分の選んだ「Wonders of Japan」について、聞き手を意識しながら、わかりやすく発表することができる。【Activities】

	書くこと
	・seem to／it seems that、受動態の完了形、形式目的語itの文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・自分の選んだ「Wonders of Japan」について、わかりやすく紹介することができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・「Wonders of Japan」についての発表を、内容を整理しながら聞き取ることができる。【Activities】


・seem to／it seems that、受動態の完了形、形式目的語itを理解することができる。

	・クレオパトラの宮殿発掘までの過程（time order）を正しく読み取ることができる。
・冒険とはほど遠い、発掘活動の地道さを正しく読み取ることができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 8  Not So Long Ago（pp.112-125）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・内容の展開を理解しながら読み、読んだ内容について意見や感想を述べることができる。
・平和についての自分の考えを、よりうまく伝えるように工夫することができる。
・現在の事実とは異なる仮定を、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・写真についての説明と感想を、聞き手を意識しながら、わかりやすく話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・仮定法過去、〈S＋V＋O1＋O2（O2=疑問詞節）〉、付帯状況のwithの文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・写真についての説明と感想をわかりやすく書くことができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・写真についての説明と感想を、内容を整理しながら聞き取ることができる。【Activities】


・仮定法過去、〈S＋V＋O1＋O2（O2=疑問詞節）〉、付帯状況のwithを理解することができる。

	・それぞれの写真が撮影された状況を正しく読み取ることができる。
・それぞれの写真についての文章を、適切な速さで読み、概要を把握することができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 9  Paddling a Log?（pp.128-141）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・インターネットについての自分の考えを、間違えることを恐れずに積極的に話すことができる。
・「以前によくしていたこと」「いつもそうとは限らないこと」について、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・自分にとっての「もっとも偉大な発明」を、理由とともに的確に話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・部分否定、used to／would、〈助動詞＋be＋過去分詞（助動詞＋受け身）〉の文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・自分にとっての「もっとも偉大な発明」を、明確な理由とともに書くことができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・「もっとも偉大な発明」についての発表を、内容を整理しながら聞き取ることができる。【Activities】
・クラス発表の際、聞き取れないことがあれば、質問したり聞き返したりして積極的に理解しようと努めることができる。【Activities】


・部分否定、used to／would、〈助動詞＋be＋過去分詞（助動詞＋受け身）〉を理解することができる。

	・4人の話し手の論点を正しく読み取ることができる。
・述べられているインターネットの利点と弊害を、整理して把握することができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Lesson 10  Good Ol' Charlie Brown（pp.142-157）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・読んだ内容について意見や感想を述べることができる。
・表現できないところがあっても、知っている語句や表現を用いて工夫することができる。
・仮定の状況を想定して、自分自身のことを、文法に従って正しく話すことができる。【Grammar】
・自分の好きなマンガや小説について、まとまりよく話すことができる。【Activities】

	書くこと
	・仮定法過去完了、〈no matter＋疑問詞〉、〈be to 不定詞〉の文を正しく書くことができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・自分の好きなマンガや小説について、簡潔にまとめることができる。【Activities】

	聞くこと
	・聞いた内容について正しく理解することができる。
・聞いた内容について概要や要点を把握することができる。
・「好きなマンガや小説」についての発表を、内容を整理しながら聞き取ることができる。【Activities】


・仮定法過去完了、〈no matter＋疑問詞〉、〈be to 不定詞〉を理解することができる。

	・ピーナッツが世界的に人気の理由を、正しく読み取ることができる。
・シュルツさんが考える「人生の成功」を適切に読みとることができる。
	


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Reading 2  The Luncheon（pp.158-163）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる。
・出来事を順を追って正しく話すことができる。
・登場人物の心情を推測しながら話すことができる。
・読後に他者と感想を共有することができる。

	書くこと
	・物語のあらすじを正しい英語でまとめることができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・登場人物それぞれの最後の発言について、本文の内容をふまえて書くことができる。【Comprehension】

	聞くこと
	・朗読される物語を正しく聞き取ることができる。
・朗読される物語を楽しみながら聞き取ることができる。

	読むこと
	・正確な発音で音読することができる。
・正しいイントネーションで読むことができる。
・セリフの部分を感情をこめて読むことができる。
・登場人物の心情を理解し、適切なスピードで朗読することができる。
・ストーリーの展開を楽しみながら、意欲的に読むことができる。
・理解できないところがあれば、周りの人に聞くなどして読み続けることができる。
・物語の展開を正しく読み取ることができる。
・登場人物の心情・心境を適切に読み取ることができる。
・当時の男女の立場の違いを理解し、ちぐはぐなやり取りを楽しむことができる。


CROWN English Communication I
CAN-DOリスト
Optional Lesson  Two Dreamers, One Dream（pp.164-174）
	話すこと
	・正しいリズムやイントネーションを用いて話すことができる
・伝えたい情報や考えなどを正確に話すことができる。
・相手の理解を確認しながら、論理的に話すことができる。
・理解できないところや聞き取れないところを質問したり、聞き返したりして理解しようと勤めることができる。

	書くこと
	・演説の要点を正しい英語でまとめることができる。
・伝えたい内容に応じて語句や表現を選択し、適切に書くことができる。
・キング牧師とオバマ大統領が共有している夢について、具体的に説明できる。【Comprehension】

	聞くこと
	・話の要点に注意しながら、積極的に聞くことができる。
・演説特有のリズムやイントネーションをとらえ、正しく聞き取ることができる。
・演説を聞いて概要や要点を把握することができる。

	読むこと
	・正確な発音で音読することができる。
・正しいイントネーションで読むことができる。
・スピーチの引用箇所については、演説特有のリズムやイントネーションで読むことができる。
・キング牧師とオバマ大統領のスピーチの時代背景を、正しく読み取ることができる。
・キング牧師とオバマ大統領のスピーチから、両者が訴えたいことを正しく読み取ることができる。


